
緊急対応マニュアル（安否確認の方法・引き渡し計画） 

福山市立広瀬学園小・中学校 

 

１ 安否確認の方法 

（１）学校管理下の場合 

   

 

 

 

     担任は①～③の後，管理職へ報告する。 

       全職員で情報を共有する。 

              

               

         体調不良者がいた場合，管理職は医療関係と連携を図る。 

               

         広瀬保育所と連携し情報・対応の共有を図る。 

         （広瀬保育所 ９７２－３００５） 

（２）学校管理外の場合 

  安否確認 

 

 

       

     緊急メールアンケート機能を利用し，下記情報を収集する。 

     担任は，情報収集の結果を管理職へ報告する。全職員で情報を共有する。 

 

 

   

             

                         

                    

         

  教職員の参集体制と安否確認（地震の場合） 

参集体制 校区の震度 安否確認 

児童・生徒の在宅時の確認 

（緊急メールアンケートより把握） 

１ 在宅無事 

２ 在宅ケガ有 

３ 避難所等無事 

４ 避難所等ケガ有 

登下校時 

（徒歩通学児童・ 

生徒対象） 

非常体制 ６弱以上 
○ 

緊急メール 

 

回答１以外及び

無回答の場合は 

・電話 

・家庭訪問 

・避難所訪問 

にて確認 

（※） 

通学路をた

どって確認 

（※） 警戒体制 

５強 

５弱 状況判断 

注意体制 ４ × 行わない 行わない 

    （※）但し，現状の実態把握（訪問の可否）と教職員の安全確保を優先とする。 

 

 

管理職 

①残留児童・生徒有無の確認（トイレ・教室・体育館等） 

②避難場所への移動（出席簿） 

③児童・生徒の確認（人数・健康状態等） 

担任 

管理職 

○児童・生徒・家族の安否，ケガの有無 

○被災状況 

○避難先 

○今後の連絡先・連絡方法 

保護者 

全職員 

担任 

保育所 

全職員 



２ 引き渡し計画 

（１）引き渡しの判断（地震の場合） 

校区の震度 対 応 

震度５（弱）以上 
時間がかかっても，保護者が引き取りに来るまで学校で待機させて保

護する。 

震度４以下 

原則として集団下校させる。 

交通機関に混乱が生じて保護者が帰宅困難になることが予想される

場合，事前に保護者から届けがある場合は，学校で待機させ保護者の

引き取りを待つ。 

（２）学校待機での配慮 

  ○待機が長時間に及ぶことを考慮し，不安を取り除く，地域と連携して安全確保を行う。 

    広瀬保育所（９７２－３００５） 情報・対応の共有 

広瀬公民館（９７２－２１７１） 備蓄物資の融通 

（３）引き渡し手順 

 

メール発信・電話連絡 

 

 

     情報・対応の共有 

     備蓄物資の融通 

     関係機関（状況により） 

                              指示 

      

             指示 

 

 

 

       情報・対応の共有 

 

 

    

     連携 

 

 

                          報告 

 

 

 

 

 

 

                                                報告 

メール発信・電話連絡（翌日以降の動き等） 

 

                        

 

※教職員の自宅等が罹災している場合も想定されるため，教職員が自分の家庭等との 

連絡調整が図れるよう配慮する。 

保育所 

公民館 

関係機関（医療・警察・消防） 

ＰＴＡ小・中代表 

担任 

児童・生徒を待機場所へ 

保護者を誘導 

引き渡し方法の説明 

引き渡し 

連絡先の確認 

引き渡し状況の集約 

教育委員会 

事
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準
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保
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対
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事
後
対
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保護者 

災害対策本部（広瀬学園） 

残った児童・生徒の保護 

保護者 

引き渡し場所の決定 

名簿にチェック 


